
～これで貴方も観洋ツウ

最近になって

突然どら焼きにハマり

コンビニで期間限定の

抹茶味を買って食べる

日々が続いたので

体重計に乗るのが怖いです

柏原

令和5年度株式会社阿部長商店入社式

４月１日、株式会社阿部長商店の入社式が行われました。

今年は１８名のフレッシュな新入社員が入社しました。

当日に、創業者の旧自宅である

震災伝承施設「命のらせん階段」を視察し企業理念を学び

現在はそれぞれの配属先で仕事に慣れようと日々頑張っています。

南三陸ホテル観洋に入社したのは2名です！

館内でお見かけの際はぜひお声がけくださいませ♪

新入社員代表謝辞

社長からの

激励の言葉に

耳を傾ける

表情からは

緊張が

伝わってきます

東 日 本 大 震 災 か ら 1 2 年
2011年3月11日に起きた未曾有の大震災から12年。

亡くなられた方々に哀悼の意を表し、当日はご来館されたお客様と共に

海へ向かって黙祷いたしました。
震災後、学生や企業、地元の方々と開拓を行ってきた「海の見える命の森」では

今年もミャンマーからお越しいただいた皆様と山頂で黙祷を捧げました。

現在も、防災減災体験プログラムを行い、伝承活動を続けています。

震災を伝える場所として、また震災時の避難場所として活用できるよう

日々ボランティアの方々や専属スタッフが整備を行っています。

「海の見える命の森」は「みちのく潮風トレイルコース」に隣接しており

どなたでも自由にお立ち寄りいただけますので

お越しの際はぜひ、散策に訪れてみてはいかがでしょうか。

「末広桜」と名づけられた正面玄関前の桜は

ぽかぽか天気で一気に開花し

傍にあるソメイヨシノと一緒に満開となりました！

「海の見える命の森」でも

植樹した桜がすくすくと成長し

綺麗な花を咲かせました。

3月に

人生で初めて

飛行機に乗りました！

最初は景色を楽しみましたが、

着陸の頃には

耳鳴りがあったのが

少し苦い思い出です。

真木

三陸の海の恵みをご自宅で
南三陸ホテル観洋「第4回東北被災地語り部フォーラム 2023」

いよいよ「南三陸キラキラうに丼」が

5/1より提供開始となります。

たっぷり盛られたウニと

別添えの仙台味噌だれがベストマッチ♪

夏季限定の南三陸キラキラ丼を

ぜひご堪能ください！

台湾からのインターンシップ生

11名が現在も館内で活躍中です！

初めは慣れない作業に戸惑いつつも

現在は、客室清掃や夕食会場での料理提供など

スムーズにできるようになりました。

館内でお見かけの際はぜひお声がけくださいませ♪



　

★ マリンパルは認可保育園となって今年で７周年 ★

ネットショップ

今年度は

4名の子どもたちが入園しました。

まだ緊張している子もいますが

楽しいマリンパル保育園の生活がスタートです♪

「はじめまして！これからよろしくね」

在園していた7名全員が卒園しました。

寂しい気持ちでいっぱいですが

これから先も笑顔溢れる

明るい未来でありますように。

「これからもずっと友達だよ」

三陸の海の恵みをご自宅で
南三陸ホテル観洋
ネット通信販売

青魚の栄養満点1日分のオメガ3脂肪酸が摂れる！

まるでお肉の食感のようなおさかなハンバーグ

「さば×デミグラスソース」「さば×てりやきソース」の

2種類からお選びいただけます。

宮城県気仙沼で水揚げされたモウカザメの肉を独自の

製法で食べやすくヘルシーに仕上げた身体づくり補助

食品です。鮫本来に含まれる栄養素を損なうことなく

しっかり吸収していただけます。

『くつろぎ時間』を贈る、

「母の日ギフト」

「第4回東北被災地語り部フォーラム 2023」

～いのちを未来に繋いでいく語り部～
2023年2月26日・27日の2日間にわたり、「第4回東北被災地語り部フォーラム 2023」を開催いたしました。

今回は姉妹館であるサンマリン気仙沼ホテル観洋にて

感染症対策の為、人数を制限しての開催となりましたが、意見交換等を含め、学びが深まる一日となりました。

最初にオプションプログラムでは2つのコースに分かれ、「震災を風化させないための語り部バス」として気仙沼にある

震災遺構「命のらせん階段」と「リアスアーク美術館」「気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館」等をご覧頂きました。

第1部では実行委員長である㈱阿部長商店南三陸ホテル観洋代表取締役副社長阿部隆二郎の挨拶に始まり、

その後は菅原茂気仙沼市長による来賓祝辞、

基調講演では北海道教育大学名誉教授の氷見山幸夫様をお迎えし、

「グローカルな観点から見た語り部活動の意義と展望」をテーマにお話頂きました。

第3部では3つの分科会に分かれ、それぞれの議題について意見交換。

・「自然災害と人」～三陸人の魂～

・「13年目の語り部」～記憶の風化防止だけでない、震災遺構の重要性～

・「なぜ震災遺構を遺したか」

パネリストの経験から基づく様々な発言がございました。各テーマについて深く考えさせられる貴重な時間となりました。

そして第2部「パネルディスカッション」では

志津川中学校1年生の佐藤杜様によります「SDGs」をテーマにしたオープニングプレゼンから始まり、

「語り部のシンクロ×アクトローカル」をテーマに

様々な視点から語り部と向き合っていらっしゃる方々をお迎えし、

「語り部の未来形とは何か」を各々が考える事を述べていき、

まとめとして多様な方向性を考えるともに、語り部にはストーリ性・フィクションがある。

裏にある事実を調べ確認し、それらを世界に発信し、そして世界とともに未来を作れるという内容でした。

普段、様々な分野で活躍されるパネリストの方々だからこそ、交わされる意見がありました。

そして翌日は震災遺構「高野会館」と「大川小学校」等を巡る「気仙沼・南三陸・石巻コース」と、

震災遺構「下宿定住推進住宅」や「気仙中学校」、「いわてTSUNAMIメモリアル（東日本大震災津波伝承館）」を巡る

「陸前高田コース」に分かれ、現地に向かいました。

震災時の事をご説明頂きながら、12年の月日が経ちました現状も合わせてご案内いただきました。

あの日起きた未曾有の大震災。同じ悲劇を繰り返さないようにするべきことは何なのか。参加した皆様にもお考えいただき、

第4回となる東北被災地語り部フォーラムは無事、幕を閉じました。

ご参加頂いた皆様、ご協力を頂いた皆様、誠にありがとうございました！

高タンパク

低カロリー
気仙沼住みます芸人

けせんぬまペイ！さん考案


